
小学校・中学校9年間の学びがつながる授業づくりのあり方

I はじめに

義務教育の中心的な目的は，文部科学省によると「国家・社会の形成者として共通に求められる最低

限の基盤的な資質の育成Jである 1）。小学校の意義は，学校教育法に基づくと「社会で健全に生きてい

く上で最低限必要なこと，学ぶ楽しさや社会性などを子どもに身につけさせるJことである。また，中

学校の意義は「社会・仕事への適応力・判断力・態度や個性に応じて進路を選択する能力を身につけさ

せるJことである。そして中学校は歴史的にみると，小学校から大学をつなぐ「前期中等教育Jの役割

をもち，さらに高等学校に送り出す「後期義務教育j として義務教育の仕上げの時期であるとしづ役割

もある。このような目的，意義や役割を全うするために教師は日々の教育活動に従事している。しかし

ながら，急速な社会の変化，ポスト近代社会において求められる能力の変化2），ほぽ全入とし、う高等学

校への進学状況，大学を選り好みしなければ全員受け入れることが可能な進学状況など，現在の状況を

考えると，義務教育段階で育てる具体的な資質や能力の問い直しが求められているのではないかと考え

る。

一方，いじめや不登校の問題も現在の義務教育では急務の課題である。文部科学省の調査では 2012

年度のいじめや不登校の問題件数は，中学校1年生で急増する（不登校：小学6年生は 6920件に対し

中学1年生は 21194件，いじめ：小学6年生は 19044件に対し中学1年生は29574件）。また学習意欲

調査に関しでも，小学生と中学生を比べた場合に，中学生の学習意欲が小学生より低いことを示してい

る（PISA,TIMSS，全国学力・学習状況調査）。これらの状況変化は，小学校から中学校へ移行するとき

に特に多く見られる（し、わゆる「中 1ギャップJ）。東雲中学校においても，中学校進学後に不登校や学

業不振に陥る生徒もおり，その例外ではない。これらの背景について，東雲小・中学校の教員全体で，

分析・検討を行った結果，①環境（学校文化），②ライブスタイル（時間の使い方），③人間関係（教師

やクラスメイト），④心身の発達といった4つの変化がその要因として考えられ，義務教育段階におけ

る指導の再検討が求められている。

このような状況に対して，園内では 1990年代より様々な問題解決が試みられている。各地で行われ

ている小中一貫教育や小中連携教育3）はそのひとつである。東京都品川区では「閉じ義務教育でありな

がら，小・中学校間に存在する学力観や指導観，広い意味での教育観などの違いを是正し，子どもたち

から学習上の負担を取り除くと共に，人間形成上の連続性をもたせることjを狙って先駆的な試みを行
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ってきた。また，近隣では広島県呉市で，子どもたちの学びへの不安の解消を図り自尊感情を取り戻す

ことをねらい，義務教育を修了するにふさわしい学力を保障することを目指して小中一貫教育が行われ

ている。

これらの研究によって，例えば「市民科Jなど従来の教科・領域を融合した新たな教科の開発，子ど

もたちの学びへの不安の解消と自尊感情を取り戻すための教育内容や指導体制の提案などの成果が報

告されている。しかしながら，児童生徒数の激減による統廃合，教育予算削減に伴う教員の有効活用な

ど行政主導のハード的側面が強し、連携や一貫も見られる。さらに，現在行われている「小中連携教育J

は，中 1ギャップの解消に重点が置かれたものが多く，全教科・領域について義務教育9年間の子ども

の学びがつながる授業づくりのあり方を探る実践的研究は少ない。義務教育で育てる資質や能力を聞い

直し，それらを高めるための授業づくりのあり方を探ることは急務といえよう。

E 研究の経緯

そこで広島大学附属東雲小学校・東雲中学校（以下「本校J）では，児童・生徒の発達段階，学び方，

わかり方の進行に注目して，小学校1～4年生を 1期，小学校5年生～中学校1年生をE期，中学校2,

3年生をE期と設定して，義務教育で育てる資質や能力を間い直し， 9年間の学びがつながる授業づく

りのあり方に関する実践研究を開始した。小中合同で教育研究会を開催して3年目の昨年度は，後述の

Eー2ー（1)～（3）を基盤にして，各教科・領域の授業仮説を立案し，その検証を行うことを主軸とした

実践研究を行ったo 各教科・領域における昨年度（平成 25年度）の研究仮説，研究内容，研究成果は

資料1の通りである。

各教科・領域において3年間「小・中学校の学びがつながる授業づくりのあり方j というテーマで研

究を進め，ある一定の成果と課題を蓄積することができた。小・中学校の学びのつながりを検討するた

めに，小学校と中学校で同一単元領域やテーマを設定し検討した教科・領域もある。例えば，算数・数

学科では「小中学校9年間の学びがつながる関数の授業作りのあり方Jという目標を共通確認し，指導

や教材を工夫しながら実践研究を行ってきた（昨年度小学校と中学校で同一単元，間一領域を研究内容

とした教科は他に国語科，理科，音楽科，体育・保健体育科，外国語活動・英語科，図画工作・美術科

である）。

このような実践研究を進めていく中，一昨年度の小中合同会議で「従来（小学校では） 6年間や（中

学校では） 3年間での目標を設定してきた。しかし小・中学校9年間のスパンで考えたときに，現在設

定している目標は妥当なのであろうか（例えば，小学校体育科においてはバレーボールの技術を卒業ま

でに習得させないといけないのかなど）。Jという発言があった。この発言をきっかけに，現在の学習指

導要領においては各教科・領域ごとに，小学校での目標や中学校での目標は存在するが，その目標到達

のスパンを9年間で考えたとき，児童生徒にとって学びがつながっているのかを再度検討する必要があ

るのではないかと改めて考えた。また特別支援教育や学校保健においては， 9年間のスパンで学びをつ

なげていくためにどのような指導や支援・手立てがどの段階で，もしくはどのような児童生徒に対して

必要なのかを整理する必要があると考えた。

研究3年目の昨年度は，今まで蓄積した研究成果と課題を整理し，改めて各教科・領域における児童

生徒の到達目標，または支援・手立てを設定し，その到達目標を達成するための授業仮説を立案した。

そして，その立案した授業仮説を検証することを通して，義務教育段階で身につけるべき資質・能力を

聞い直すことを試みた。 3年間の研究の結果，教科領域毎に学びがつながる授業づくりに関する知見が

得られたことは大きな成果であるが，我々が義務教育9年間を見通して授業づくりについて考えるよう
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になってきたことも，また大きな成果である。一方で，研究手法が量的研究方法に偏りがちで、あったこ

と，義務教育で育てる資質や能力の問い直しゃ追跡調査が十分に行われたとは言えないこと，児童生徒

が全教科領域を学習するという当たり前の事実がありながら教科領域間の研究内容に関する連携が不

十分で、あったことなど，課題も多い。

以上の課題を踏まえて，研究4年目の今年度は，研究手法の再検討や教科領域の枠を超えた共同研究，

追跡調査などを可能な範囲で行いながら，義務教育で育てる資質・能力の問い直しを行い，最終的には

小学校と中学校の学ひーがつながる授業内容・指導方法・教材開発などを含めた「東雲授業プランjを構

築していくことをめざす。

E 研究の目的と方法

1 目的

本研究は，義務教育段階における子どもの学びがつながる授業づくりについての実践研究であり，教

育内容および教育方法に関する知見を得，それを基に設定した到達目標，支援・手立て及び授業仮説を

検証することを目的とする。本研究を進めることによって，小中学校教員の意識のズレが解消されるこ

と，小・中学校における授業づくりの新たな視点、が見出されること，小学校から中学校への円滑な学び

の移行が実現し子どもたちの学びの質が高まることが期待される。

2 方法

以下（1)～（3）を全教科・領域の基盤にして，各教科・領域で中学校卒業時の理想とする生徒像を実現

するための9年間の授業づくりのあり方に関する仮説を立案し，その検証を行う。

(1)中学校卒業時の理想とする生徒像

義務教育の目的，中学校の役割，社会や進学の状況などから，東雲中学校卒業時の理想とする生徒像

を「共生社会をたくましく生き抜く人間力豊かな人間エリート」と設定する。めざす生徒像に必要な力

は，①社会の中で，自分の良さを大切にし，お互いの違いを違いとして認めながら共に高め合う力（多

元的価値観を受容する力）②様々な情報や意思，思想，態度などを正しく理解し受けとめ，さらに自分

の意克を論理的に伝え右双方向的な三コミ1 ニケι？百ジカーぐ表現－．云ミュニグこーションカ）③課題百三荷

かを的確に判断し，いくつかの解決方法案を考え，選択・決定する力（意思決定力）である。これらの

カを高めるための授業づくりに関する仮説を各教科・領域で立案し，検証を行う。なお，ここで用いた

「人間エリートJとは，有名進学校に進学する生徒をさすのではなく，「自分の利害得失と関係なく他

人や物事のために尽くせる心豊かな生徒Jのことをさす。

(2）めざす学び文化

表1 1期～E期における本校児童生徒の特徴

区分 学年 本校児童生徒の特徴

I期 小学1年生～小学4年生
自分はある程度何でもできる（得意）と思っている児童が比較的

多く，自分を客観視することは難しい。

自分を客観視できるようになり，得意なことと不得意なことの判

E期 小学5年生～中学1年生 別ができるようになる。小5から小6にかけて得意なことが増え

ていくが，中 1では小6より学習に関する苦手意識が高くなる。

自分を客観視できることに加え，周りの状況を把握できるように

皿期 中学2年生～中学3年生 なり，自己肯定感が低くなってくる。一方で， 1人でもやり抜く

ことが得意と感じる生徒が多くなってくる。
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本校が毎年2回行っている児童生徒の実態アンケート調査結果を基に， I期～E期における児童生徒

の特徴を表1に示す。

本校の児童生徒の特徴を踏まえると， I期では自分を客観視することは難しいため，自分の思いや考

えをもち体験に基づいて話したり書いたりすることができる児童の育成をめざす。また，学習の基盤で

もある場面ごとの切り替えや，集団活動の基礎となる他者の思いや考えを聞くことも育成すべきである

と考えている。以上の認識から，本校では I期を「学びの基盤形成を図る時期Jと位置付ける。 E期で

は自分を客観視できるようになってくるため，他者の思いや考え，資料の記述など他からの情報を積極

的に取り入れ，自らの世界を広げることができる児童・生徒の育成をめざす。E期以降の学習スタイル

を勘案すれば，その際， j司りの人に言われなくても自分から積極的に学習に取り組むという自律的な行

動も育成すべきであると考えている。以上の認識から，本校ではH期を「学びの充実を図る時期j と位

置付ける。E期になると 1人でもやり抜くことが得意と感じる生徒が多くなってくるため，課題を自ら

設定し，他からの情報を積極的・選択的に取り入れ，自らの世界を深めようとすることができる生徒の

育成をめざす。上級学校での学習を視野に入れて，その際，「ものごとがうまくいかないとき自分で原

因や解決方法を考えるj 「うまくいくかどうかわからないことにも意欲的に取り組むJといった主体的

な行動も育成すべきであると考えている。以上の認識から，本校ではE期を「学びの追求を図る時期」

と位置付ける。上記のめざす生徒像実現のために各段階で表2に示す事項を重視して授業することを心

掛け，これらを本校では fめざす学び文化Jと設定する。

表2 9年間の区分と各段階におけるめざす学び文化

区分 学年 めざす学び文化

I期 小学1年生～小学4年生 学びの基盤形成（集団における個の学び・基礎基本の徹底）

E期 小学5年生～中学1年生 学びの充実（自律的な学び・学力の定着）

置期 中学2年生～中学3年生 学びの追求（主体的な学び・個性の伸長）

※これらの区分は現堕皐ιおいて設定した区三主立盈旦，－全箆金；一盛査室ζよ旦金主匙立盛基金麓題と
児童生徒の実態を勘案しながら，修正してし、く。

(3) I～E期の授業仮説

本校では児童生徒の学びをつなげるために， I～E期のそれぞれの段階における基盤となる考え方と

して仮説を設定した。これらの仮説は重点的なものであり，その仮説がそれぞれの段階における児童生

徒の発達に関する全てを網羅する仮説とし、う位置づけではない。

I期においては， E期 ・ill期で、の学習につながる学びの基盤を形成することが重要である。学びの基

盤とは，端的に言えば，表2に示したように，個の学びが成立すること，「聞く・話す・読む・書くJ

ことができることである。個の学びが成立するためには，内面化された（声に出されない，頭の中で展

開される）ことばの発達が不可欠である。また「書く jためには，書きことばが習得されなければなら

ないが，「書きことばは，ことばの本来的な特質である音声を欠いた，頭のなか，表象のなかのことばJ

4）であり，話しことばと異なり意識的・随意的に操作しなくてはならないため，習得には困難を伴う。

さらに，この先，抽象的思考5) （科学的概念6）の操作）を行うために不可欠な生活的概念7）の発達も

この時期の重要な課題である。ヴ、イゴツキーによれば，学校は科学的概念を獲得・発達させるところで

あり，生活的概念の発達を担う場ではないが，昨今の児童が置かれている状況から，科学的概念の獲得・

発達とあわせて生活的概念の発達も考慮しながら授業を展開する必要があると考える。つまり児童の発
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達段階，学び方，わかり方を考慮して， I期では，「試行錯誤しながらの体験活動を充実させることに

よって生活的概念の発達が促されるのではないかJf書く活動を充実させることによって，内面化され

た言葉や書きことばの発達が促されるのではないかj の2点を授業仮説とする。

E期は，内面化された言葉や書きことばの発達および生活的概念の発達を基盤に，科学的概念の発達

に伴って抽象的思考の発達が進む時期である。科学的概念の発達については，生活的概念の適切な発達

水準を見極め，そこに科学的概念を出会わせなければならない。そこには意図的な教授が重要な役割を

果たしている 8）。個々の児童・生徒それぞれに発達の状況が違うことも考慮しつつ， E期では， f児童・

生徒の実態および学習内容を勘案して，足場づくり引を行うことで，科学的概念の発達が促されるので

はないかJを授業仮説として，科学的概念の発達を促すための授業のあり方を探る。

E期では，上級学校での学習も視野に入れ，科学的概念の深化と思考力・判断力・表現力の高まりを

促す授業づくりのあり方を探る。科学的概念の形成についてヴ、イゴツキーio＞は，「科学的概念の発達は，

自覚性と随意性の領域においてはじまり，その後，個人的経験や具体性の領域へ，下へ向かって成長す

る。自然発生的概念の発達は，具体性と経験の領域においてはじまり，概念の高次の特性一自覚性と随

意性ーへ向かつて運動する。j と述べている。また柴田 11）は「科学的概念の発達は，内部への成長，対

象への接近，子どもがそれについてもっている経験との結合といった道を進みます。生活的概念、におい

ては，物から概念へという道を進んだとすれば，科学的概念においては，子どもはしばしば逆の道，概

念から物への道を歩むことになるのです。このようにして科学的概念と生活的概念の発達が，反対の道

をとおって進むからこそ，この両者のあいだに密接な相互関係が生まれることになりますJと述べてい

る。さらに「子どもが科学的概念を習得し，それを自覚し得るためには，生活的概念の発達が一定の水

準にまで達していることが必要です。いわば下から上への長い歴史を歩んだ生活的概念は，科学的概念

の下への成長の道をあらかじめ踏み均すのです。同じようにして，上から下への道をある程度歩んだ科

学的概念は，そのことによって生活的概念の下から上への発達の道を踏み均し，概念の高次な特性に必

要な一連の構造を用意します。Jと述べている。科学的概念の深化とは，まさにここに述べられたこと

であり，その過程で思考力・判断力・表現力が必要とされる。したがって，科学的概念の深化する過程

で，思考力・判断力・表現力の高まりが促される。これらの力は，後期中等教育および高等教育におけ

るアカデミズム中心の学習に，さらには，本校がめざす生徒に不可欠な力である。 E期では，「科学的

概念を個人的経験や具体性の領域へ成長させる指導を行うことで，科学的概念の深化と思考力・判断

力・表現力の高まりが促されるのではないかJを授業仮説とする。

以上述べてきたように， I期では体験活動と個の学びの基盤形成を， E期では科学的概念発達のため

の足場づくりを，頂期では科学的概念を個人的経験や具体性の領域へ成長させる指導を行うことで， 9

年間の学びがつながり，「多元的価値観を受容する力J「表現・コミュニケーションカj 「意思決定力J

を有した「共生社会をたくましく生き抜く人間力豊かな人間エリートJを育成することができるのでは

ないかと考えている。

(4）特別支援教育・学校保健・食育

特別支援教育においては，児童生徒個々の発達が学年による発達ではなく，学年区分で分けることが

適切でない。また，学校保健においては，児童生徒の課題原因が複雑（身体，学力，友人関係，家庭環

境など）であり段階によって限定されるものではない。食育においても，食に対する態度は，毎日の暮

らしの中で徐々に培われるものであり，学年区分で分ける必要性が見当たらない。したがって，特別支

援教育，学校保健，食育では，他教科・領域のように I～E期のような区分を設けずに研究を進めるこ
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ととする。特別支援教育では，集団生活を通して子ども一人ひとりの学びを促進し，社会的自立に向け，

生活力の育成をめざした授業づくりを行う。学校保健では，心の健康教育に関して，小中9年間を通し

て育ちゃ学びがつながる実践のあり方についての研究を行う。食育では，食に対する望ましい態度を育

てることをテーマに他の教科と連携を図りながら研究を進める。

(5）研究内容・方法

目標に到達するための支援・手立てが有効であったかを検証する研究，到達目標や授業仮説を立案す

るための研究などが考えられるが，どのような研究を行うかについては， I期～皿期の授業仮説を参考

に，各教科・領域で検討・決定する。研究方法についても同様である。質的研究方法，量的研究方法，

あるいはミックス法による研究方法など，各教科・領域の特性や研究の目的に応じた方法を選択して研

究を進める。プレテスト，ポストテストを行う際には，以前本校で研究を進めたパフォーマンス課題と

Iレーブリックの活用も検討したい。なお研究全体に関わる 9年間の区分， I期～E期の授業仮説につい

ては，各教科・領域からの報告や全教員による合同会議における議論をもとに，毎年検討を継続する。
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制帽鵬l期

資料1 平成25年度の各教科・領域における研究肉容と結果

研究仮説 研究内容 研究結果と考察

｜児童全員．同じ漢字の音議み・訓議み，成り立ち，

言葉や文を調べ，クイズを作った。クイズ作りlま．
同じ漢字のいろいろな読み方を漢字ドリ l読み方の遣いや意味を理解するのに有効だった。

同じ漢字でもいろいろな読み方があるこ｜ルや漢字辞典で調べ．音読み・劉鏡み.11年生が獲得している語集では，言葉や文作りをす
I ｜成り立ち，讃ペた;,I字を使った言葉や文lるのが厳しい漢字もあったため，教師の助言が必I ！とを護解してクイズを作ることで，漢字のl I I lを書＜.調べた漢字を使ってクイズを作 ｜憂である。どの読み方なのかなと推論しながらクイ

（小1)I意味に興味・関心をもち漢字学習を楽しi I ’ lり， 1年生や2年生へクイズを出す。クイ 1；だの答えを見つける活動11，児責の漢字への輿
むだろう。 I I 

．ズを作ることで漢字の意味に興味・関心l味・関心を高めた。学習後のアンケートでl孟．漢字
をもつことができるようにする。 lの成り立ちゃ漢字辞典に興味・関心をもっ児童が

増えていた。また．日常で意欲的に漢字辞典を使う
ようになった。

児童全員，同じ読み方をする漢字の成り立ち．言

1薬を集め，クイズを作った。クイズ作りは，漢字の
閉じ読み方の漢字を漢字ドリルや漢字 l

｜意味を理解するのに有効だった。児童lま，漢字の
l辞典で調べ，成り立ち．調べた漢字を ！ 

閉じ読み方をする漢字の中には意味や｜ i成り立ちから意味を考えた。また．どの漢字なのか
I - l使った言葉を奮し調べた漢字を使って lI l使い方の遣う漢字がある とを理解してl ！なと権論しながらクイズの望書え見つける活動iま児
｜ 』 ー lクイズを作り.1年生や2年生へクイズをl

（小2)1クイズを作ることで，漢字の意味1::R i出す。クイズを作ることで漢字の意味に｜童の漢字への興味・関心を高めた。学習後のアン
味・関心をもち漢字学習を楽しむt？ろう l ｜ケートでは，成り立ちゃ熟語に興味・関心をもち漢

－ u 興味・関心をもつことができるようにす I i字辞典で調べたことが分かった。1年生のためにク
る。 1

5イズのヒントを考えたり， 1年生に漢字辞典の使い
方を教えたりする上学年らしい姿が見られた。

児童の漢字に対する興味を大きく向上させること

は難しかった。来学習の漢字をたくさん綴ったこと
J漢字のひみつJにあたる漢字の特徴を｜で，難しいと感じさせてしまったことが原因の一つだ

ー ー漢字の形・奮・意味に関わる内容を漢字l ｜ 
国 ｜ ｜クイズなどの活動を工夫するーとで漢｜児童が楽しみながら推論できるクイズを！と考えられる。しかしながら．漢字学習の中でクイ
I I I 』 ・ Irrう。そこで見つけた特徴を使って，クイiズから学習を始めがことは，錐諭することを楽しみ
語 ｜（小3)I字の節分から読みや意味が忽守できるlズを作つt：－り，クイズを出し合つ子りする｜ながら学ぶ時間と正った。その後．学んだことを生

1ようになり．漢字に対する興味か舟上す1 - - I i活動を通して，漢字に対して興味関心がlかしてクイズなどで表現したことは，意欲向上に有
るだろう。 I I 

E高まるようにする。 i効的であったと思われるe授業の様子からは，漢
字辞典を使って調べ，分かる楽しさ味わっている様
子も伺えた。

単元3恨の児童のふり返りから，全員が学習に対し
漢字と漢字を関係性や漢字一字そのも lて『おもしろいJと応えている。これは，学習の中

一 与－~I帯封一先人＠考えを酎抑制の治虫垂壁掛目E締J盤以~IこJ 毒物跡館はちの雌かは姐味をL
！り．漢文で表現し，その解説文を書いた！推論するrなぞ解きJが含まれていたことに要因が

えと比較したり，文脈の中で漢字の意味l I 
I lりする。辞典を使ってわからない漢字を｜あった。また，先人の教えが今の自分に役立つ湾n ！を調べたり考えたり．表現したりすることl I I i調べる活動や漢文の創作活動を通し lきや感動が得られることももう一つの要因となっ

（小5・s>Iにより，児童は漢字のもつ奥深さに気づl I ’ iて，漢字の成り立ちと関違づけての意味iた。辞典を使ってわからない漢字を誠ベる活動や
き，『漢字文化』への興味・関心をもっー！ I 

』i理解や生活経験と結びつけた解釈の幅i漢字だけで表現する活動を通して，生活経験と結
とができるだろう。 I I 

E広さ1こ，5..n,，漢字のもつ奥深さに気づけlびつけた解釈をしたり適切な漢字を察し選択しなが
るようにする。 lら使用したりするなど，漢字の奥深さに気づく記述

も見られた。

I t漢和辞典を用いて作者の描いた風景や心情を緩
表意文字である漢字の特性に注目させ1熱諮の権威や和語と漢詩の共通点・繍｜I ｜諭してい〈という学習の過程で、辞典を害I＜ことで得
る漫文指導のあり方を探ることを目的とi違点といった『既知Jの情報を整理主させ lI iる発見を楽しいと感じ、活用に自債を得たことが事
する。作品を白文のまま鑓示し．漢和辞iることを通して、漢文表現の特徴を理解！
』 I - l後アンケートよりわかった。また、漢文部議の応用m ｜舵使いながら漢字のもつ情報を根犯と！させる。さら九鯛辞典の用例や悶llj問題においてl 答の数！孟大き〈増えていないが、

｛中3>Iして権論しながら情景を続み解いてい〈｜異字要覧の活用の仕方を指導すること｜無解答の数lま減っており、学習への取り組みの様
ことが、生活知と科学知の上り下りを促｜で、濠詩のき棄がもっ意味に注目し、緩lI - # ｜子に変化がみられた。これらの結果から、今回の
し、f漢字文化』への関心・意欲を高める｜拠をもって情景を読み解〈』とカできる ｜指場は漢文学習への興味・意欲締めるために有
ことができるだろう． i姿をめざす。 I 

”.にはたらいたと雲える。
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．史料・’電線名 期 研究仮説 研究内容 研究結果と考察

子どもが『社会を学ぶ好奇心J.「クラスという社会

で学び追究する意欲態度』を持ち続け高めあうこ
とができるよう学習材として“それゆけアンパンマ

ン”を用いて臼本の漫画やアニメが待つ文化的価

日本の漫画やアニメがグローバル化す 値や意義についてとらえることができるようにした。
事例について調べたり考えたりして学習

る社会の中で多様な文化の流入に負け
さらに『アンパンマンjからfはだしのゲンJの持つ

I して分かったことをさらに検証することで ず生き残り緩It長きにわたり日本人に愛 『正義jに対する文化的価値の共通点や相違点に
学んだことを深めて，一般化することが

され外国にまで広められる仕組みをとら
気付くことで，ヒロシマが発信する平和に対する僑

できるのではないか。
えることで聞かれた社会認識を自衛す。

儀に気付かせることができた。さらに，原爆ドーム

だけでなく縮景画や広島城等も，ヒロシマを伝え残

す文化財であることを調べたり．東日本大震災の
被災勉と比車まし被災地でl;l:建物を残さない正義
を選んだことを学んだりすることで，正畿の価値の

多様性に気付かせることができた。

鉄腕アトムを学習材として獲得した戦後の復興に

ついて他の事例にもあてはめて考えていくことで，
資料やそれまでの学習を基に鉄腕アト 学習した肉容を一般化することができるような単元

社
ムが支持され続けた，その意味を考えた 構成にした。鉄腕アトムを通して戦後社会の様子を

事例について調べたり考えたりして学習 後に火の鳥fJ＜支持された理由を当時の 学習するとともに，漫画だけでなく他の産業でも同
d主弘主 したことを一般化することができる。さら 社会の緒子を鑑みながら考える。単元 じように焦土から産業を復活させたり，起こしたりし
n にその一般化したことが他の事例に当 最後には，戦後何もない状態から，復興 て世界でも有数の経済大国を築き上げてきた先人
てはまるかどうかを倹証するなど，演鐸 して世界に適用するレベルになったの の努力やエ夫について．一般化できるように学習
的に考えることができるのではないか。 は．漫画だけ？と問い，戦後日本の復 を進めることができた。成果として，表面的な戦後

興，経済大国への成長について一般化 の出来事を知るだけでなく敗戦で何も怠くなった環

できるようにする。 境にであったにも関わらず，国民一人一人の怠に
よって国際社会に復帰して，経済大国に成長して

いったことが理解することができた。

世界の国々の宗教観を示す資料から，貧留と信仰

それまでの学習から，内戦や民族対立 の関係を読み取り，そのよで絡差を解消する宗教
演録的な思考については．すでにできる の原因として認識していた宗教が，綬業 のさまざまなはたらきの事例を一般化し宗教が積

ものとする。事例について一般化し．そし で示される資料から．社会にポジティブ 極的平和を実現できるかについて倹討できるよう

て他の$例にき当てはまるかどうか漬鐸 な~響を与えているようすを読み取り． に単元締成した。多くの生徒たちは，宗教のもつ
m 的に考えることができる。さらに，他の事 これまでとは違った側面から宗教をとら 個々のはたらきや社会的役割，影響力をそれぞれ
象にも当てはまるかどうか帰納的に検 える。さらに，宗教が穣篠的平和をもた が評価・検討することができた。原爆死没者慰霊

証して学習を深めることができるのでは らすことができる可能性を考えることで， 碑からは．それぞれの宗教の連帯への可能性を
ないか。 宗教的価値観の視点からも社会をとら 見出し，その上で，宗教が格差を縮小し積極的平

えられるようにする。 相を実現するために貢献することができるかどう

会ふをそえ乏ことができた，

積一定の反比例の式，積を変化させる比例の式

子どもに身近な問題の婿函を口を使つ 問題づくりを通して，ロを朱知数として の両者をl煩序よく並べる問題づくりの活動を通し

I 
た式に表し，そのロの式を学級全体で だけではなく，変数として扱う活動を設定 て．小学校3年生でも口の変数性に気づくことがで

数多く集め，数の大きさに篇目して並べ する。この活動を通して，小学校3年生 きたと考えられる。このことは．理解が重重しいといわ
（小3)
る活動を採り入れれば．変数の概念を fJ＜，変数としての口を意識できるかどう れている変数の概念の理解の素地となると考えら
学習する棄却hとなるのでないか。 かを考察する。 れ，小中9年期の憐数学習のつながりに有効な視

点であると考えられる。

算
3年生：ある2つの変わり方のきまりを見つける活

動を通して，一方が定化すれば，それに伴って変
数

3年生：ある2つの変わり方を調べて、き
化する量があるということに気づかせることができ

． 
子どもに身近な日常の事象の中から， まりを見つける活動を設定する。この活

た。特に．表に表すことで， 3年生でも2つの数量を

数 集合を見いだしたり，！眠序関係を見いだ 動を通して、小学校3年生が伴って変わ
関連させて考えさせることができた。これは，4年
生の『ともなって変わる量Jの素地になると考えら

学 したり，変化の様子に篇目したりさせる る2つの数量の関係に気づくことができ
れる。また．変化を錠えることができる3年生用の

I 活動を設定し，年聞を過して集合．順 るかどうかを考察する。また、有効な教 教材開発を行った。 4 
｛’1•3 ・4) 序，変化の3つの要素に着目させながら 材開発も行う。 4年

年生・伴って変わる2つの数震の関係を表や図や
問題解決をする活動を設定すれば，す 生：ともなって変わるzつの数量の措置係

式などを用いて見いだす活動を通して，変化の様
べての子どもがより高いStageへと穆行 を見いだし、それを用いて課題解決して

子に着目して数量を捉えさせることができた。＊
することができるのではないだろうか。 いく活動をE量定する。また、効果的な教

た，比例・反比例に関わらず，様々な2つの数量の
材開発を行う。

関係を教材として扱うことにより，対応の様子に着
目する大切さにも気づかせることができた。児童の

身近な事象を級った教材開発を行った。
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子どもに身近な日常の事象の中から， 2つの数量の関係について，『変化の様子J.『対
比例や反比例の関係を見いだす活動を 年聞を通して．変化の様子．対応の検 応の様子』の要素に着目しながら，見通しをもって
設定し，年間を通して変化の待子，対応 子の要素に蒼白しながら問題解決をす 問題解決する活動を年間を通して設定すること
n の徹子の要素に着目させながら問題解 る活動を設定する。この活動を通して， lま．関数学習における学ぴの賃を高めるうえで有
｛小5)決をする活動を設定すれば，すべての 小学校5年生の関数学留における学び 効であったと考えられる。また．簡単な場合の反比
小学5年生がStage？へ．すべての小学 の質を高める録業のあり方について考 例の関係を問題解決の場に設定したことは．対応
6年生．中学1年生がStage8の目標段 察する。 の考えを深め，関数の考えのよさに気付〈ために
階まで到達できるのではないだろうか。 有効であったと考えられる。

子どもに身近な日常の事象の中から，

比例や反比例の関係を見いだす活動を 比例の学習とと反比例の学習の簡に， 本実践を行うことで， xが1ずつ増えることに対し
設定し，年聞を通して変化の徹子，対応 xの増加に対してyの増減をグラフの中 て，yの繕え方はだんだん少なくなっていく．という
n の様子の重要素に着目させながら問絹解 で考察する視点を意識させるような授 xの泊加に対するyの増減に倉田した考えや，歯
（中1) 決をする活動を設定すれば，すべての 業を設定する。その後，生徒が反比例 線の形に関する違い（急か緩やかか）だけでなく．
小学5年生がStage？へ，すべての小学 のグラフの考察で，変化の篠子を意識 傾きが遣うという考えなど，微小区間の変化の篠
6年生，中学1年生がStage8の目標段 できるかどうかを考察する。 子に着目させることができた。
階まで到達できるのではないだろうか。

子どもに身近な日常の事象の中から， 1

次関数や2乗に比例する関数の関係を 現実犠菌とのつながりを意図した綬業

見いだす活動を設定し年間を通して関 を実践するとき.1次関数や2乗に比例
本実援を行うことで， 1次関数や2乗に比例する関m 数の考えの5つの要素に着目させなが する関数の変化の犠子や対応の縫子
数の対応の様子に加えて，活用の仕方も身につけ

（ロド2・3) ら問題解決をする活動を設定すれば． に加えて．活用の仕方も身につけさせる
させることができた。

すべての中学2年生がStage9，すべて ことができるか否かを実践検註する。
の中学3年生がStage10の目標段階ま

で到達できるのではないだろうか。

『全てのものは小さな粒でできているjという簡単な

教示を与えることで，小学校3年生の児童が真鎗，

アルミニウム，木，発泡スチロールが同体積で重さ

小学校3年生に『全てのものは小さな粒
が異なる理由を合耳量的に回答することを促進する

でできているJという簡単な教示を与え
ことが指摘できる。教示を与えない場合は，合理的

（小3) たときの学習効果を明らかにする。
に説明することが困畿であるだけでなく，回答でき

ない児童が半数を超えることからも，材質の遣いに
放っておいたら児童が自を向けないこと

よる2置さの違いを小学絞3年生に説明させようとし
に教師が自を向けさせて，子どもの世界 た場合，粒子機念に関する簡単な教示を行うこと
を広げていく指導を行うことで．児童の は有効な指導方略であるといえる。
学びの基盤が形成され．全ての児童が

炉・・・・咽陣園E・体積が同じでも重さが違うものがあるこ

とを『粒jを使って説明できるのではない 「寒気の温度変化による粒の運動速度Jについて
だろうか。 教示を与えた場合，与えない場合と比べて.r空気

の温度変化による銚援の変iιiを絵芝表現しよると
温度変化によって空気の粒の運動速度 したときの図や説明の記述に有意な差が見られ

lま変化する』という教示を与えたときの た。さらに．空気鉄砲のまが跳ぶ仕組みを粒で説
（小4) 学習効果を明らかにする。 明する際iこも学習内容の定着において．一定の差

異n＜見られた。したがって，粒子のふるまいを図示

理
したり説明したりする際，教示を行うことは，有効な

指導であるといえる。

科
自然の事象・現象について教師からモ

学習後のテストの結果.r水に食塩を溶かすと食復
ヂルづくりの手立てを提示し適宜，軌 議入時において「ヱタノールと水を混ぜ が見えなくなることJ「食塩水を熱して食績を取り出
道修正をかけながら児童にモデルづくり

て体積が減少するJという現象を見せ すことができること」を『粒Jを用いて正しく説明する

n を行わせる指事をするならば，児童の て，その理由について「粒』などで考えさ ことができていた児童の割合は，A群が94%と
（小5)
学びが充実し，水に食績を溶かすと食

せ，その考えを単元全体を通して軌道修 899也， B群lま92%と929告であった。このことから， A
塩が見えなくなることや食塩水を熱して

正をかけていく指導方法の学習効果を 群とB群に有意差はなく，両指導方法ともに9割近
食績を取り出すことができることをf粒J

明らかにする。 い児童が『粒』で説明することができていることか
を使って説明できるのではないだろう

ら，どちらの指導方法も有効であるといえる。
か。

毎時間の綬業において，職業理解や社会参加，環

毎時間の授業において、職業寝解や社
獲問題などの臼常生活や社会と関連付けた実蟻

性や実用性を重視した内容ー“Socio-Scient恥
会参加‘ま環境問題などの日常生活や社 『日常知』とf学校知Jを結び付けた授業

Issues”ーを取りよIf，『日常知』と「学校知』を双

m 会と関連付けた内容ー“印刷。－sc陪ntilic実践を行い，生徒たちに育成されたカを 方向に繋lずる指導を行った場合，それらを区分し
（中3)
issues”ーを取り上If、『日常知』と「学校 検IDEすることを還して，r日常知Jと「学

て指導した場合と比べて，授業で学習したことの定
知Jを双方向に繁lずる指導を行うこと 校知jを双方向に繋げる中学校理科授

着において一定の差異が認められた。加えて，直
で，生徒の学びが追求されるのではな 業のあり方について実益的に論究した。

面している湾境問題を科学的に解決するカの斉成
いだろうか。

に関する生徒の変容にも一定の差異が認められ

Tこ。
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敏同・緬総省 期 研究仮説 研究内容 研究結果と考察

自分の思いや願いをもちながら．繰り返し対象にか

かわることができるような活動の工夫として， 5つ

の「遊ぴJの場を段階的に仕組んだ。また，活動し

たことや気付き，次への思いを書く活動や，チーム

内での作戦会議や『おもちゃCMJなど，伝え合う活

動を取り入れ，表現することで体験をより確かなも

「第2学年仮説』 体全体で身近
児童がこだわりをもって活動するための のにできるようにした。5つの「遊ぴJの場を設定し
「体重重活動の在り方』を探り，綬業づくり たことは，児童のおもちゃ作りへの思いが次々と広

な環縫と関わる体験や言葉，絵，動作，
のための知見を得る。 今年 がり．「もっと～したい。』という願いを単元を通し生 鋭化などいろいろな方法で表現する得
度Iま，おもちゃ作りの単元において．活 て．引き出すことができた。児童置の「もっと～した

活 を充実させることで，学び合いが生ま
動の組み方を工夫し．単元を通した児童 いJという思いはそれぞれのこだわりとして捉えるこ

れ．追突する楽しさを味わうことができる
の姿からその有効性について．分続・ とができると考える。チーム肉での作戦会議は，お

だろう。
検討を行った。 互いの学び合いの場となり．新たな気付きの発見

へとつながった。また， fおもちゃCMJを作ったこと

Iま．おもちゃの特徴を整理して伝えることができた
だけでなく．他のチームのCMからは聞いたことを遊

ぴの中で試したいという意欲付けとなった。全く自

由な遊びではなく，遊びの目的意識が明確になり，

効果的であったと考える。

授業の導入に音楽的な約束事を決めた奮遊びを

自分の体や身の回りの音，楽器などを 取り入れる活動を繰り返すことよって‘鈎の流れに

使って音遊びを楽しんだり，音遊びで体 のって、即興的にリズムをつくることができるように

験したことをもとに．簡単な音楽をつくる 友達とかかわりながらリズムをつくった なったeまた、「問いと答えjf反復Jの音楽の仕組

活動を積み重ねたりすることによって， り，リズムパターンを組み合わせを工夫 みをE車き分け‘それを生かして簡単な音楽をつくる
（小2)『音楽づ〈り』のための基盤を餐い，息い したりして，リズムの音楽をつくる。 こともできた。このことから、音楽づくりの義鍵を養

をもって表混することができるのではな うために、音遊びで音楽を形づくっている要素に触
L、舟、 れる体験を積み重ねることは効果があると考え

る。

.:a. 互いの表環を聴き合いながら．選んだ音
リズムパターンを組み合わせたり，リズ

電子オルガンに組み込まれているリズムボックス
国

Wiを用いて綻律をつくったり，リズムパ を活用することで、児童l;l:狛の感覚をもつことがで
楽 II 

ターンを重ねたりする活動をすることに
ムの特徴に合った音色を選択したりし

きた。しかしリズムボックスの使用については、児
（小5)
よって，見通しをもってよりよい表現の

て，自分の思いや意図をアンサンブル
賓が幽にふさわしい速さを選択できるよう倹討を重

工夫をすることができるのではないか
で表現する。

ねる必要があると考える。

歌詞の意味や肉容．幽懇，音楽を形づ
具体的にどの比同量的表現を用いた指導が効果的

歌唱指導において，比輸的表現を用い であるかを倹証してきた。その結果として、どれか
〈っている婆棄を線鎚として，身につけた

て指導することにより，効果的に音楽的 特定の指導が突出して効果的であるという結論にm 音楽的妓能を作品のどの節分でどう和li祐歯岳噴＂;ri;恥手・司、持箆を主と広車曲・－ ｜！土今の）－；：＿）神勺でl、な比繰り返し指導Lた比一 』
I ltt，恒TJ'itC回。思考・判断す寸rtま7省労戸

【中2) 対する自分の患いや意図を豊かに表現 織々な比両面的表現を用いたりと、生徒のフィジカル
の患いや意図を聴き手に伝えるような

させる。 面とメンタル面を常に但握し、その状況に応じた街
隻かな表現ができるでのはないか。

導が重要ではないかと考えている。

①篠々な形態のアートゲームを取り入

れ，絵！こ対する気づきゃその絵を好きな
1年間を通して，アートゲームの導入による鑑賞

理由について多様な言葉で表現できる
活動を4回取り入れた。児童lま，＋華々な画家の作

ようにする。
品へ興味をもったり．絵をじっくり観て発見すること

－絵画のパズルで．細部をじっくり観る・
を楽しんだり．お気に入りの作品を見つけたりして

並べて気づきを交流する活動。
いた。図 ・ 10作品と10人の磁家とのマッチング
このように児童は．アートゲームを導入したことlこ

画 アートゲームの導入による能動的な鑑 －同一画家の10作品を児童が決めた復
より，意欲的に鑑賞の学習に取り組むことができ．

エ 貧活動の中で，美術作品から受ける即 点でグルーピングしてその根鎚を交涜
多くの言葉で作品を表現することができた。

作 I 
象や気づきなどを多線な言葉に置き換 ・自分が背負った絵がどのような絵であ

また．児童の変容をさらに詳しく検証するため，
えることが，美的対象に向かうE寺の児童 るか．煽りの児童の言葉を根処として還

アートゲーム導入前の鑑賞授業における児童のつ． 
の肉言の発遣を促し，鑑賞学習の基礎 ぶ活動。

ぶやきと， 2月に同作品を鑑賞した時の児童の
美 を第うことにつながるであろう。 ②児童の作品についての気づきを五段

ワークシートへの記述を分析した。アートゲーム導

術 階の基準によって評価．分類する。
人前Iまステージ Iの児童が大半だったのに対し

－アートゲームで用いたワークシートに
て．導入後にlまステージEの児童b宅地え，ステー

書かれた児童の気づき
~mの児童もいた。このことから， 多織なアート

・アートゲームによる鑑賞の学習を取り
ゲームによる鑑賞活動が，児童の肉奮の発達を

入れる前と多様なアートゲームを取り
促す一因となったと考えられる。

入れた後の児童の作品についての気づ

き
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適度陪・錦繍各 期 研究仮説 研究内容 研究結果と考察

十勝の欄妬農民としてその生涯を終えた画家，神

回目勝の代表作の中から10点を選んで児童に紹

介した。本学年の児童は I期を終えるまでに比較
的豊富な鑑賞経験を持つが，日勝作品はこれまで

に児童が親しんできた近・現代の西洋画とI~異な
り．緩めて私的でどちらかといえば陰穆な印象を与

えるものも多い。本授業では，開拓農民の生活感

を色；漢〈表すもの，鮮やかな色彩に彩られた写実

的な静物画，重要なモチーフである馬を鍬密に錨

『何が描かれているか～モチーフそのも いた作品，フォーピズムの影響を受けた鏑象作品

のへの注目Jから『どのように績かれて などなるべく多織なスタイルの作品を提示した。

美術作品を媒体とする対話型コミユニ いるか～表出カへの注目Jへと児童の ①第5学年の2つのクラスでそれぞれf作品選定

ケーションを通して．美的対象に対する 鑑賞の視点を深めていこうとするとき． →対話→鑑賞文」『作品選定→鑑賞文→対話Jと

II 個々の見方や感じ方を伝え合い，交涜し 次の手立てがどのような影響を与える いう流れで鑑賞を行った。鑑賞文の貨を比較する
合うことが．思考のさらなる深化につな かを倹証した。 と，対話そのものの彫響はさほど顕著には表れ

がるであろう。 ①児童相互の自由な対話の場を設ける ず，むしろ，児童の鑑賞文の内容や賞lま作品選定

こと の段階で方向付げられていた。

②作者のプロフィールを知ること ②E期の目標も視野に入れ，作者のプロフィール

紹介を作品選定前と後に配置してみたところ．次の

ような結果となった。
・事前にプロフィールを知ることで作品選定の幅が

狭まる→プロフィールと重ね．メッセージ性をもった

絵を選びやすい。
・薗麗の構成要素により深〈感情移入し，意味づけ

を行う児童もいる反面．鑑賞の観点が特定化され

やすい→同ーの作品を選んだ児童の鑑賞文の肉

図 容が似通ってしまう傾向がある。

画

エ 次の2題材において生徒が残したワーク

作 シートへの記述の買を5段階に分類し．

比較検諒した。

美
くA 主観的な感想を求めることを目的
とした鑑賞題材（予備知議なし）＞

術 －ピカソの『Theold guitaristU玉乗りの 本研究では，思考・判断→『解釈jf批評jf共有J
曲芸師』を取り上げた。これらは．それ

をキーワードとして，美的対象を科学的機念との結
ぞれピカソの『育の時代』とfパラ色の時 びつきの中で捉え直すと同時に．自らが培ってきた
代』！こ婚かれたもので，その頃のピカソ 感性を基準に分析．解釈しながら，作品の価債を
の心情なども反映されている部分もあ 総合的に判断できるようになることをめざし先に
る。導入でピカツが婚いたという事実の 科学的概念を与えることで，より深い鑑賞ができる
みを伝え，興味関心を高めてから2つの

ように取り組んだ。しかし．いろいろな綬墾主主健一
I-ーーー
美翁集品ゑそのft家に関衣る知識戸色 作品を晃唱さf訂作品長ヲいごて主主傍も伝え の反応を見ていくなかで，必ずしも科学的概念を先
彩や構図，校法に関する理論など（科 ず，作品のタイトルも含め．感じたことを に与えれば，生徒の鑑賞の能力が高まるとは限ら
学的概念）を穣樋的に取り入れることに 自由に想像することを伝えて鑑賞させ ないということを感じた。どのように授業をつくるか，

m よって，僧々の生徒がそれぞれの生活 た。 取り緩う題材は何か，発問，板書などを工夫するこ
経験の中で結った感覚（生活約機念）と くB：時代背景や作者のエピソード，心 とで．生徒の自由な発想が引き泊される，というこ
を鑓り合わせながら鑑賞することによっ 僚を表す言葉等の知識をもとに分析的 とが分かった。そして．教師自身がわくわくしたり，
て，より高次な窓考・判断が可能になる に鑑賞することを目的とした題材＞ 興味がある題材を選ぶことで，生徒にもその思い
であろう。 ・複数のシャガール作品を取り上げた。 が伝わって．楽しめるということもわかった。

シャガールは祖国ロシアを愛し．そこで これから，生徒が日常のなかの美術に親しんで，
出会った女性を愛し，憧れのパリでいろ 自由な発想を他者と共有，交流することができる
いろな蘭家と出会い．影響を受けながら 楽しさを感じることができるような授業をしていきた
聖書じたことを幻想的に表現したE臣家であ い。授業の基本的なところがまだできていないの
る。ユダヤ人であることや．二つの世界

で．授業のスキルアップを目指したい。
大戦の影響をうけながらも，何かを愛

し，自分の思いを表現し続けたe鑑賞者

の想像をかきたてるシャガール作品の

鑑賞を通して．キャンパスに込められた

患いや，作者の生き方を自分なりに感じ

とり，これからの作品鑑賞の新たな観点

となればよいと考えた。
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ltlt・縞係各 期 研究仮説 研究肉容 研究結果と考察

さまざまなボール遊びのーっとして，シュートゲー

ムを取り入れた。ゲームに取りかかり始めた頃は．

攻めのみの形で．一人ずつボールを待って，的で

ある段ボール籍に何度も当てた。子ども遣は，ただ

やみ〈もiこ『役げるjのではなく．決められた的に向
運動の基礎を矯う時期として，さまざま さまざまなポール遊びの中からシュート かつて「ねらって投げるjという運動を理解し，楽し
なポールを使つてのボール遊びの経験 ゲームを中心に取り組んでいく。その肉 んで「役Ifる』ことができた。そして，単元の後半か
をたくさんさせる。そのポール遊びのー 容として，はじめは的である段ボール箱 らは，そのゲームに守備を付けた。守りを設置した

っとして．シュートゲームを取り入れる。 を何度も当てるというルールを設定す ことで，相手チームに得点を入れられないように，
的の大きさや高さを変えたり．ポールの る。その後，シュートゲームのルールを 的を守るということを湿解し，守備者としての動きも

（小1)
数を変えたりすることによって，子ども遼 変更することによって，子ども逮に身に 活発になってきた。

がよりボールをねらったところに投げた 付けさせたい運動の妓能が高まっていく さらに，ボールを1つにしたり．段ボール籍を積み

り転がしたりすることができるのではな のかということを倹託する。 上げて高さを変えたりするなど．ルールの変化に
い舟、。 よってねらいが明確となり，より「ねらって役げるJ

ことができるようになった。しかし．すべての児童が
身に付けることはできなかったので，これを何度か

繰り返すことにより．すべての児童が，よりねらっ

たところに役Ifるカが身に付〈ようになると考えら

れる。

チャンスエリア・バスケットポールでl;f:，チャンスヱ

リア（入れば3点．リングに当たれば1点）をコート

の両サイドに設け（台形節分），児童に分かりゃす

〈提示した。また，エリア外からのシュートl;f:リング

に入れlf2点．リングに当たってもO点とした。（※

ドリブルlまなし。）このように，瞬瞭な付加的ルール

攻撃場面におけるサポート行動（ボール
を伴ったゲーム修正をすることにより，児童が有効

体 空間（スペース）を意識したサポート行動が多〈見

育
バスケットポールを素材とした『ゴール を待たない動き）をより明確に意識しな

られるようになった。また，毎時間のふり返りにも
ヨ~Jゲームにおいて．ルールを緩和・エ がらプレイできる教材として『チャンスエ

単元fJ（進むにつれて，「スペースを使って攻撃す． 夫する『足織づくり』を行ったり．児童の リア・バスケットポール（岩田2012}Jを
る。Jrパスをつなぐためには，ポールをもらえる位

保 自己評価．相互評価の観点をサポート 修正したものを取り緩う。毎時間のゲー
置に移動する。Jrスペースを見つけてフリーで

健
行動に焦点化したりするならば，児童の ム内容｛動きの賓）や，学雷カードによ

シュー卜する。』などの記述が楢え．運動の科学的
学留意欲が高まるとともに，児童の「わ るふり返りを比較することで．攻怒場面

な理解が高まったと考えられる。学習意欲に腐して体 かり方」が充実し意図的・選択的プレイ におけるサポート行動（ボールを待たな
は，単元途中で若干低下したものの，単元全体で

育 を実行できるであろう。 い動き）を高める指導のあり方や指導改
見るとと向上した。単元を還して，続能が向上し．戦

善の知見を得る。
術的気づきも促進したため，自分たちが意図する

プレイを表出できるようIこなったため．学習意欲が
高まったと考えられる。その一方で，シュートの妓
能を高めるためのドリルゲームやドリブルの伎能

が身に着き．ゲームでも有効に活用できるようなタ
TT 

スクゲ ムの開発などが今後の課題である。品

かれ5・6)

単元の始めの鼠しのゲームでは．ドリブルなどの

個人妓能での打開ばかりが目立っていた。しかし，

綬業を進めていくうちに無駄なドリブルは滅り，パ

バスケットボールにおいて，基本的な
スで守備陣形を綴そうとする攻撃が見られるよう

になった。学習カードの記述にもシュートを打とうと
技能をある程度身につけた上で，数的

する姿努の大切さやゴール下でのスペースについ
優位（2対1）な攻め方の課題を見つ 単元前後の質問紙による学習意欲の て多〈書かれるようになった。運動能力の高い児童
Iナ，『自分が打つ意思を見せたか』『2人

変容を分訴するとともに，学習カードの が強引に打っていたシュート犠面も．ゴール下でフ
の箆厳は適切かjなどの観点を絞ること

記述による戦術理解の変容や課題解 リーでパスを受けてからのシュートに変わってき
で解決することができれば，バスケット

決のプロセスについて分続する。さら た。
ボールのゲームに主体的に取り組み，

に．授業前後のシュート場面の変容につ メインゲームをイーブンナンパー（4対4）で行つ
そのおもしろさを実感できるのではない

いての映像分析を加えて，運動の科学 たが，運動能力の高い児童にとっては良かったと
か。E計二，すべての児童が『ディフェンス

的理解の高まりを考察する。 思うが．そうでない児童にとっては，シュートが打て
を意書展したボール操作Jと「ゴールにつ

ない宿直も多かった。小学校段階では，メインゲー
ながる空間を活用する動きJの目標段

ムをアウトナンバーにして，数的優位の中で達成
階に到達できるのではないか。

感を味わわせることも必要かもしれない。また．あ

る程度の個人後能がなければ．戦衡を生かすこと

はできない。低学年からの積み重ねが不可欠であ

ると感じた。
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’~l!I・繍域名 期 研究仮説 研究内容 研究結果と考察

男女共に．まとめのゲームにおいて意思決定の

指標とサポートの指練が向上し，ゲームパフォー

マンスの高まりが認められた。また．バスケット
状況判断力を高める指導の工夫を行え ボールのゲームにおいて大切なことは何かという
lま．すべての生徒がゲームパフォーマ 間いに対して．「広い視野で周りをよく見ることJr素
ンスが向上するのではないか。

デジタルカメラで織影したゲームを観察 早い判断Jrスペースを見つけて動くこと』など状況
0ゲームパフォーマンス

しながら，生徒一人ひとりに対して意思
判断にかかわる記述が多くみられた。この結果か

体 ・状況を判断し．動きをヱ夫したボール
決定，綾能発揮，サポート．それぞれに

ら．本単元における状況判断力を高める指導のヱ

育
操作

対してf適切J「不適切Jあるいは『有効J
夫に一定の成果があることが確認された。しかし，

－パスを受Iするサポートの動き，ゴール 選択した簸衡の有効な実行（技能発揮）について
． 

につながる空間を活用する動き．空間つ
『非有効Jの数値を記録する。集計した

1まあまり向上が見られなかった。ゲーム中の
保 m くり出したり．相手をふり切ったりする動 データを使用して次の5つの指標である シュートの本数は増加したものの，シュート失敗が

ゲーム参加．意思決定，後能発郷．サ
健 き

ポート．ゲームパフォーマンスの数債を
多〈．シュート成功率を高めることが課題である。

イ本
0状況判断力を高める指導の工夫

算出する（GPAI評価法入試しのゲー
今後，新たなスキルアップドリルの開発や．ドリル

①ゲームで活用されるスキルアップドリ の行い方の工夫，学年の早い段階でのスキルの
育 ルの導入

ムとまとめのゲームの各指標の変容を
習得をめざす必要がある。また．バスケットボール

②状況判断認知トレーニングの実施
を比較することで．指導のあり方の成否

に対する好感度が低い生徒lま．ゲーム著書加の指
③タスクゲームのヱ夫

を分析する。
標の数値が低い傾向にあることが確認された。攻

④ドリルゲーム．タスクゲーム．メイン 防の楽しさを味わうことができるようにするために

ゲームの関連づけた指導 lま，よりゲームに参加しやすいルールの工夫や，
学習内容の習得に効果的なやさしい下位教材（ド

リルゲームやタスクゲーム）を開発することが，今

後の課題である。

中学校入学時の生徒！まものづくり体験 提案題材の製作を過して，木材や金属．ブラス

の不足や小学校で加工する材料の偏り チックといった材料の加工を経験し，設計において

中学校でのものづくり学習を本格的に始
が，用途に応じた適切な材料の選択の 材料選択の自由度が広がることが明らかになっ

める前段階として，設計・製作（制作，育
幅を狭くしていると考えられる。また，部 た。また，くぎやねじを用いた部品と部品の複合や

技 成）に必要となる子どもの生活体験を補
品の緩合では強度を意識せず組み合わ 経済性・安全性の視点を取り入れた中学校のもの

術 う題材の製作を行う。そうすることで，中 せる生徒も多く，構造的に不可能な組立 づくりを経験することで．丈夫さを意識した構造の

分 学校で初めての工程である『設計』にお
ての構想をする生徒もいる。提案題材 決定ができるようになった。さらに，鍵案題材の製
の製作を通して，身近な材料である木 作を通して，頭の中で考えた立体を構想図に揚き

野
けるつまずきを抑制し，スムーズに新た

材・金属・プラスチックの特徴や性質に 起こすことができる生徒が地加した。これは．小学
な段階のものづくり学雷に移行できるで

あろう。
関する知識や加工法を習得させる。こ 校では体験することが少ない部品と部品の接合を

の経験から設計における構想図の材料 通して．それらの位置関係を考えて図面におこすこ

選択や繕造の丈夫さに変化があるかを とが可能になったからだと推察する。

比較する。

技

術 衣生活の学習として符を学習させれば日本の伝

F翼・民『 統・文化を受け継ぐ次世代を育成できるのか、とい

一麗 トー一一一一 l品ーと套考えた跨に、幕末の格式高ヰ豪拳~きも ト

日本の伝統的衣服であるHきもの”に の”の実効を、染色や刺繍の視点でとらえることが

関する学習を中心に、:fi染めを共通項 有効であることが、実証された。自国の伝統や文
生活を科学的にとらえた実践に基づい として他国の文化を学ぶという、伝統・文 化を世界1：発信できる実質や能力については‘昨

F君占民『 て、課題を待って生活をとらえなおす学 化を取り入れた綬業実践を行う。特に、 年度の締渋染めを扱った授業より、実物のきもの

庭 習を行うことで、中学校卒業時には、生
昨年の研究で課題として残った他国の を使用し、藍粂めでモン族と結んだ今年度の授業

活を『科学的な見方や考え方Jでとらえ 文化への意識を高める授業を考えた。 の方が、効果が高いことが明らかになった。なお、
分 ることができ、課題を持ってよりよい生 自国の文化として“きものへ他国の文化 生活文化カの中のf他聞の伝統や文化を理解し尊
野 活を創造していこうとするカを養うであろ として“モン族の藍染め”を鍛い、最終的 重するとともに．互いに文化交涜ができるJに関し
つ。 には、製作したジャパン・ブルーのパッ てl立、昨年度の研究結果（対象学年でない3年生

ゲと絵本をモン族に送る計画を立て、文 へのアンケートの結果において、自国の文化を他

化発信を実践させる。 国に発信したいと答えた生徒が8割いた。｝及び本
年度の結果に売られるように、本校の生徒！主、他

自の文化を理解しようとする意識が高いことがわ

かっTこ。
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敏担額縄民各 期 研究仮説 研究肉容 研究結果と考察

①については．年度末のテストにおいて．取り上げ

Tニフォニックス）のうち， magic-e(a-e~－e，。－el，ー
old, chは70%以上の正答率で，継続した指導の成

果が見られた。しかし， magic-e (u-e), u, shについ

ては.60弘前後にとどまった。ALTによるZoo

Ph。nicsとアルファベット（文字）のつながりが弱い
①＇ALTによるジェスチヤーと文字を関連 と感じる場面も授業においては見受けられたり，

アルファベット3文字程度のフォニックス づけたz。。Phonicsの鐙導を基盤とし ローマ字読みに彫響を受けている様子もあるの
指導や棒々な司昔前や状況に応じた表現 て，文字を見てアルファベットの奮を発 で，z。。Phonicsと文字を鑓示したフォニックス指導
n の繰り返し指導を通して，『ことばへの気 音する鎗導を実施しながら，アルファ の繰り返し指導と合わせてuや2文字のフォニック
（前繍｝ づき』を促し『体験と理解をつなぐ』学 ベット2～3文字の音読練習を行った。 スの練習回数を意図的に多くしていく必要がある。
習ができ，児童が主体的に英語に親し ②道案内で使用される表現を道案内の ②については，次の道案内の表現をターゲットlこ年

むことができるのではないか。 実際の場面を設定して繰り返し練習し 度末テストを実施した（A:Go～block(s).B:T um 
た。 le代／right.C:You c間関e比onyour le仕／right.）。

正答率lまA:94%,8:83%, C:75%と，一定の表現

の定着が見受けられた。今後の課題として，状況

や犠函に応じたコミュニケーション方法についても

年間を通じて指導することで，非言語やつなぎ言

薬ゃあいづちなどコミュニケーションにおいて欠か

せない部分の定着を測る必要がある。

①については，年度末のテストにおいて，取り上げ

外
①単語を鍵示し．音読練習を繰り返すこ

たフォニックスすべてのおいて， %の正答率で．

国 継続した指導の成果が晃られた。また東雲小学校
とで，生徒の気づきからフォニックス

出身者の正答率は%でその他の小学校出身者E苦 アルファベット4文字以上のフォニックス
ルールの確認を行った。さらに音読練習

との顕著の差は見受けられなかった。小学校にお
活 指導や後々な場面や状況に応じた表現

からビンゴシートを飼いた音読書医者練習
Iする取り組みの焦点化が必要である。

動 n の繰り返し指導と体系的知書量を加えた を取り入れた。 ②については，インタビューテストを通して，道案内
②道案内で使用される表現を道案内の

． （後期｝ 指導をすることで，『言葉への気づき』か 実際の場面を設定して繰り返し練習す
の表現の定着！立見受けられたが， C聞とmayの使い

ら『言葉の恩解』につながるのではない 分けについては．ごく数名のみが意識して使用して
英 か。

るだけでなく．助動詞G聞とmayを取り上
いるだけにとどまった。課題として，取り上げた助動

語
げて．対話している2名の人間関係を取

詞だけでなく，すべての文法事項においてスパイラ
り上げることで， canc!::rnayの使用場面に

ルな指導をしていくことで，インテイクの段階で適切
ついて考える場面を設定した。

な文法や語法を取鎗選択できるように鎗導してい〈

必要がある。

①については．年度末に行った音読テストにおい

て．各単語をどの程度正確に読むことができるか

①績（rhyming）の要素を取り入れた文
を調べた。例え1：.文章中に含まれる朱習語のう
ちmagic-eを規員IJとして適用すれば読める2語のう

章を看護することを繰り返すことにより．
ち， 1藷については92%の生徒が正しく読み．もう1

英単語1語のフォニックスに焦点をあて
つの語l主77也の生徒が正しく読めた。本当に完全

る指導から文章中の共通のフォニック
な朱知諮笠盆益金1査t住は議窓:I!きないが←自然与

ドー 姐品主秦を験砂夫れたヲオ云ヴタス指導 1λuロn...融v，潤む音？を突っけ右指導に
文脈において．かなり高い割合で正しく読むことが

や言語の機能に着目した表現の指導を 移行させた。
できている。m することで．言語を体系的iこ理解し．状 ②道案肉の場面において，命令文や助 ②学習した単元と周織の道案内の寝面では，約

況に応じて適切に使用できるようになる 動詞shouldが．相手に対する命令では
72喝の生徒が命令文もしくlま助動詞shouldを適切

のではないか。 なく，助言を与えていることを状況から翠
に使用することができた。一方，道案内ではない場

解させる。また，助言を与える肉容に確
面においては，命令文やshouldを使用して適切に

信がもてないとき，自分の維測も含め
助言できたのは約29也であった。また．断定を避け

て，断定を避けるIthink …を活用するこ
るIthinkを使用できたのは．約時に留まった。助動

とができることを理解させた。
詞や命令文の使用については．明示的な教授を行

わなかった彫響もあり．他の場面への応用ができ

なかったと考えられる。
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敏悦・領1111名 期 研究仮説 研究内容 研究結果と考察

活動を楽しむための教材の工夫や手立てを考える

ことで、自ら活動に取り組むことができた。活動中

は、指導者の言葉が減り、児童だけで活動する場
商が繕えた。その結果、児童lま自由に表現する機
会が増え、楽しさを感じ、意欲が高まったと考える。

Stagel・様々な活動を経験する中で．好 映像で自分の動きを見ながら．場面に合わせた動
きな活動や楽しい活動を見つけることが きを考えることができた。上手にできた動きを子ど
できる児童 も同士が評価し合うことで．演銭したこと子どもが
Stage2：これまでの学習をもとにやりた 自分の動きを具体的にふりかえることができるよう

7品.. ・． いことを選んだり考えたりして楽しく活動 になり．肯定的な自己評価につなげることができ
しやりきることができる児童 た。児童によっては，友だちにアドバイスをすると

校 Stage3：活動の結果を他者が喜んだり いう活動に意欲的に取り組むことができたeアドパ

感謝されたりすることを励みにしながら， イスをすることが友だちの役に立つということを児
主体的に活動に取り組むことができる児 童が実感することで意欲的に活動に取り組むこと

童 ができたと考える。それぞれのクラスの取り組みを

自己肯定感を高める授業づく 発表し合うことは発表する側にとっては大変意欲

特 りを継続的に行うことによっ
的であり．また見る側も興味をもって見ることがで
きた。見ることが刺激になり意欲がわくであろうと考

J:jlj て，児童生徒自身の「やりた えたが発表する側の意欲面が強〈．伝えたい気持

支 い」「役に立ちたい」気持ちを ちが先行したことが課題。

援 一 ひきだし将来，それぞれの
教 生活の場で自ら責任をもって キャリアマネジメントは本年度より研究開発学校の

育 役割を果たそうとする姿につ
指定を受け‘社会的・職業的自立を目指し、従来の
職業・家庭に新たにライフキャリアの観点を加味し

ながっていくであろう て設定した特例教科である。本研究に関わって、
働くとはどういうことなのかを指導の中心に据え．

作業活動の質的変容を意識した指導をおこなっ
た。指導にあたっては，生徒一人一人がグループ

中 Stage4集団の中で協力して課題に取り
の一員として役割と責任を感じながら作業活動を

行わせ、協働しながら学習活動を進めるようにし

す品叫ー
組み遂行しようとする生徒

た。学習グループは学習内容に応じて学年単位、

校
Stage5：自分の役割を、責任を持って果

縦割りグループ、全体とし、後々なグループ編成に
たそうとする生徒

よる指導を展開した。特に縦割りのグループ編成

でl主、生徒相互の学びあいが促進され、上級生と

して、また、リーダーとしての自覚を持った責任ある

行動が見られた。リーダー．サブリーダーを置くこと
で，活動の中で他者との関係を意識して働〈こと

働くことに意欲を待たせることができた。生徒が自

己肯定惑を持ち．将来．働きたいという意欲を高め
ることにつながっていると考える。

15 



結枠省“＇~ 期 研究仮説 研究内容 研究結果と考察

・ヱゴグラムの結果を受けて，児童Iま自分の課題

等を初めてもしくは改めて認織したn＜.対人関係に
おいての課題のため，すぐに行動に反映するのは

中学校進学を綾えた小学校高学年の段
畿しかった。

肩書で自分のコミュニケーション傾向を知 コミュこケーションスキルトレーニングを
・自己肯定感尺度の変化については，対人関係で

トラブルを抱えている児童については尺度が大き〈
す品叫ー
仏その上でアサーティブな自己表現を 行う前にヱゴグラムを用いて自己理解を

好転していた。またソーシャルスキルトレーニング
獲得することで．対人関係の改善ができ 促すことにより自己肯定感が向上する

校 自己宵定惑を向上できるようになるので か検援する。
前後の記述から．自己の課題に気づき．その改善

はないか。
方法に愈識が肉いたことが蟻み取れた。

－今回の取り組みを検証する方法について，自己
肯定感尺度を個の変化で見たりワークシートや慾

想等の記述を詳織に分4冒したりする必要があると
す品叫 感じた。

校
保

健 』一一ー・ー

－活動前後のTOMS二次元気分尺度調査結果か

ら．『街り紙プロジェクト』により生徒の気分．心理

状態がプラスに改善される傾向にあることが数値

により明らかになった。

充実した学絞生活を送るためには，円 －朝会発表の禍と教室で折り紙指導の気分の変化

中
治な人間関係を築き，自分の行動に自

保健室で『街り紙プロジェクト』と称する
についてはいずれも．イキイキとして活力ある活性

信を待ったり，他者との関わりを充実さ 度と，F喜ち遭いたりラックスするという安定度につい
学 せることが大切であると考える。保健室

続り紙を用いた活動による生徒の気分
て共にプラスの結果となった。

と自己効力感の変化を尺度を用い，活
校 で続り紙を用いた活動により．コミュニ 動の評価を行う．

－保健室長で街り紙を用いて行う活動の効用につい

ケーシヨン能力や，自己効力感を高める て尺~を用いた評備によって． 活動による支fin<
ことができるのではないか。 生徒の心の健康に対して有効であることが確認で

きた。

・コミュニケーションを苦手とする傾向にある生徒

について，意議して観察し．生徒の変化に気づき，

個別のサポートをしていくことが課題である。
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注

1 ）中央教育審議会初等中等教育分科会 f義務教育に係る諸制度の在り方についてJ2005. 

2）松下（2010）は，「ポスト近代型能力J（本田， 2005,2008）と比較しながら検討を加えている。

3）小中連携教育とは，小学校と中学校が連携して教育活動を行うことである。一方，小中一貫教育は，

構造改革特区の認定を受けるなどして独自のカリキュラムを開発して教育活動を行うものである。

4）柴田義松『ヴィゴツキー入門J，寺子屋新書， p.75, 2006. 
5）同上書， p.116. ここでいう抽象的思考とは，階層的な体系性をもった科学的概念の習得により，

自分自身のもつ知識や思考過程を自覚し，随意的に制御し利用することである。

6）学校教育において教科の基本である科学的知識を教授することによって発達する概念o 他の概念に

よって媒介された関係をもち，内部に階層的な相互関係をもっつ体系性をもつがゆえに自覚性と随意

性をもっσ なお，科学的概念の発達のためには，生活的概念の発達が一定の水準にまで達しているこ

とが必要である。 （中村和夫『ヴィゴーツキ一心理学J，新読書社， 2004.) 
7）柴田義松前掲書， p.95. ここでいう生活的概念とは，対象についての概念をもってはいても，その

概念そのものを，あるいはその対象を思い浮かべるときの自分の思考活動を自覚していないような概

念。「兄弟jや「のでJという言葉を日常的には使ってし、るが，その言葉の意味を自覚していないた

め，意図的，随意的に使うことができないような例は，「兄弟jや「のでj について生活的概念は発

達しているが，科学的概念は発達していないということであるの生括的概念は，普通あれこれの事物

に子どもが直接触れることで発達する，

8 ）佐伯併『「学-u~j の認知科学辞典』，大修館書店， p.410, 2010. 

9）子どもが答えやすいように，あるいは，何かに挑戦しやすいように，おとなが手助けを行うこ左。

10）ヴィゴツキー『新訳版思考と言語』 pp.317-318. 

11）柴田義松前掲書， p.102. 
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50歳

泉署捜栗っくり7ラン

0歳

皿期（中2～中3)E期（小5～中 1)I期（小1～小4)

ていねいな指導〕

・興味・関心から手だてや支援を考える

〔自主性を重ん叫る指導〕

・興味・関心を興起し，児童・生徒の追究を支援する

・津成感（充実鳳）を味わえる課題を設定する

・ゆったり構えて「待つJ ・学習課題への取り組みが難しい子どもに配慮する（抽象的表現や｜否定的表現を避ける，視覚支援の重視など）

・子ども同士でコミュニケーションがとれるようにする（小グループでの「話し合＼，¥ Jの導入，「誰k何を話しているのか？Jを問う など）
・小学校と中学校の学習内容の両方を見て授業案をつくる（小・中学校の教科書を読んでから授業案を作るなど）

〔生活的概念を発達させる指導〕 〔科学的概念を発達させる指導〕 ｜〔科学的概念を深化させる指導〕

※多様な経験をさせる ※適切な足場作りを行う ｜ ※学習内容と生活経験を結びつけさせる

O思いをふんだんに表出（話す／書〈）させる 0聞いている人にわかるような表現にさせる ’O表現を洗練させる
※まず表現できるようにさせる ※よい表現を伝え表現機会をくり返す I ※洗練された表現に触れる機会を増やす

0口出しせずに取り組ませる
※相談されたときに対応する

0口出しせずに取り組ませる
※修正可能な範囲の失敗は敢えてさせる

0あまり口出しせずに取り組ませる
※「自分で決めて自分でやるJ下地をつくる

0書くことの質をさらに高めさせる
※学外からの評価を受ける機会を取り入れる

0書くことの質を高めさせる
※文章詳を吟味させ，表現雄会をくり返す

0たくさん書かせる
※書き言葉を操ることができるようにする

0双方向的なコミュニケーシ｜ョンができるようにする
. r聞く j『待つjf譲るjができるようにさせる
※双方向的なコミュニケーションを成立させる

ための大切なスキノレ ※大人数や学外で7・レずンテーシヲンの機会取り入れる

然に出会わせる

などのブトトサ

※小グル｝プ内を中心に対話の機会告と保附する

0新たな視点や価値観に

※例えば対話型鑑

「遊びjf楽しみjの姿（例）

・美しい合唱をつくりあげる

・レベルの高い作品を仕上げる

『遊びjf楽しみjの姿（例）

－自分で野菜を工夫しながら育てる

．大勢の前でパフォ.......~－~ノスをするつくる

0新たな視点や価値観に自然に出会わせる
※例えばアートゲーム

f遊びJr楽しみjの姿（伊lj)
－カタツムリのお世話を毎日する

・学校のたんけんをする ・基地


